
洛和会京都厚生学校

やってます！

Follow me!!

公式アカウント
洛和会ヘルスケアシステム

友だち募集中！
LINEアプリの「友だち登録」から
右の二次元バーコードを読み込み！

ID検索「＠rakuwa」で追加してね！または

当会の最新情報や
ニュースを発信！
SNS などにもアクセス可能！
待ち時間にぜひ！

ただし書き
まつむらただしの

さる2月24日に、ウクライナへのロシア軍の侵攻が始ま
りました。バイデン米国大統領のあれほどの警告に対して、
言葉を濁し続けたプーチンロシア大統領の姿勢が印象的です。

侵攻開始後わずか2週間で早くも250万人もの国民が隣
国（ポーランド・スロバキア・ハンガリー・ルーマニア・
モルドバ；うち10万人はロシア）に脱出しました。設けら
れたいくつもの「人道回廊」も、必ずしも安全ではない模様。
ただし、18～60歳の男子の国外脱出は禁止と。女性達の
中にも火炎瓶を作ったり、戦士に志願する人々もいます。

プーチンの乱心という説も流れますが、誇大妄想と言え

るほどに肥大化した彼の強烈な確信と思われます。1991
年にソ連邦が崩壊するまで KGB（国家保安委員会）の職
員として体制を擁護し、諜報活動にも暗躍した出自も大い
に関係するのでしょう。

首都キーウ（キエフ）（京都市の7つの姉妹都市の1つ）
にあるクリニカ第10病院は、洛和会音羽病院の姉妹病院の
1つ（他にも9つあり）ですが、戦時下の病院になってしま
いました。表敬訪問の機会も多かっただけに、今後の動向
が殊のほか気になる3月中旬です。

洛和会京都厚生学校
学校長 松村理司

No.44

松村
理司

お知 ら せ Information

プロモーション動画が見られます！

助産学科看護学科
※洛和会京都厚生学校では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
学生・教員のマスク着用を徹底しております。本誌の撮影にあたっては
予防策を徹底した上で、一時的にマスクを外しました。
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まつむらただしのただし書き
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先生から新入生へ
学校掲示板

　春になり新しい環境でスタートした方も多いと
思います。

　そんな自分の気持ちを発信したい！とSNSに投
稿する前に、4つの心得をもう一度確認しましょう。

　  SNSのプライバシー設定を適切に行う
　   SNSの投稿を仲間内だけが見ていると

思い込まない
　   モラルや社会のルールを尊重して行動

する
　   他者への誹謗中傷コメントを書き込ま

ない
　SNSでの炎上は「デジタルタトゥー」として半
永久的にネット上に残り続けてしまいます。

　実社会と同様、SNSでも自ら責任をとれる範囲
で行動し、節度を持った言動を心掛けましょう。

ソーシャルメディア
利用利用の心得心得
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　ご卒業おめでとうございます。皆さんはこれが最後の卒業式に
なると思います。2年前に新型コロナウイルスが来た時、学校で
も卒業式をどうするかということがありましたが、皆さんにとっ
て最後の思い出になるので、とにかく卒業式はやろうという話に
なりました。
　思い出してみれば昭和60年、今から37年前にこの看護学校が
できました。それ以後、新しくできた京都の看護学校はございません。1期生から6期生までは私が校長
をしておりまして、先日2期の卒業生の集まりに招待されました。ほとんど皆さんそれぞれの病院の看護
部長になっており感激しました。皆さんも30何年たったら看護部長になって各病院を率いることを期待
してやみません。
　また、卒業して30何年たっても会える友人というのは、たぶん皆さんはこれが最後だと思います。そ
れを肝に命じて今後とも頑張ってくれることを期待しています。今日は本当におめでとうございます。
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。

　

本
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は
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た
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、
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の
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業
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の
た

め
に
こ
の
よ
う
な
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ま
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行
し
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い
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、
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に
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う
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振
り
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も
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し
、
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く
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を
得
る
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が
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き
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新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
実
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が
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き
な
く
な
る

時
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も
あ
り
ま
し
た
が
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患
者
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と
向
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合
い
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時
間
を
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て
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わ
る
こ
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で
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護
の
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さ
を
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に

染
み
て
感
じ
る
こ
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が
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き
ま
し
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。
時
に
は
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葛
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す
る
こ
と
も
あ
り
ま
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が
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々
対
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に
寄
り
添
い
、

自
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に
で
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る
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
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、
対
象
の
持

つ
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
援
助
を
探
究
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
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び
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
未
熟

な
私
た
ち
を
受
け
入
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て
く
だ
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っ
た
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や
ご
家
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の
方
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け
入
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し
い
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か
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力
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だ
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者
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ま
、
熱
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指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
指
導
者
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ま
、
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ン
ラ
イ
ン
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業
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に
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し
て
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っ
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方
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
っ
と
見

守
り
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
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何
よ
り
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を
持
つ
仲
間
と
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に
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ま
し
合
い
な
が

ら
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を
乗
り
越
え
、
今
日
卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
看
護
師
、
助
産
師
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
た
多
く
の
試

練
が
あ
る
と
思
い
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す
が
、
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校
生
活
や
実
習
で
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だ

こ
と
を
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に
、
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会
の
一
員
と
し
て
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
、
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

助
産
学
科
・
看
護
学
科
の
専
門
性
は
異
な
り
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て
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を
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ず
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進
す
る
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に
約
束
し
、
誓
い

の
言
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と
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せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Congratulations

このたび、Model Student
賞をいただくことができ、
とてもうれしい気持ちで
いっぱいです。つらいこと
もたくさんあった１年でし
たが、11 期生のみんなと
共に頑張ることができてよ
かったと思います。

助産学科  森
もりわき

脇  渚
なぎさ

3 年間、実習や勉強など
大変なこともたくさんあり
ましたが先生方からの支援
や友達と励まし合えたこと
でなんとか乗り越え、充実
した学生生活を過ごすこと
ができました。

看護学科  玉
たまうえ

上 梨
り の

乃

たくさんの支えがあって
の受賞です。共に乗り越え
た友人たち、そばで支えて
くれた家族、厚くご指導い
ただいた先生方・指導者の
方々、何より出会えた全て
の患者さんに感謝の気持ち
でいっぱいです。

看護学科  阿
あ べ

部 円
ま ど か

馨

このような賞をもら
えたことを光栄に思い
ます。実習を通してた
くさんの患者さんと看
護師さんから得た学び
を生かして、私も患者
さんを支えていける看
護師になれるように頑
張ります。

看護学科  北
き た の

野 桃
も も な

菜

このような賞をいた
だくことができてとて
も光栄に思います。こ
の 3 年 間 で 学 び 深 め
た専門知識や、実習で
得た貴重な経験を生か
し、 看 護 師 と し て 頑
張っていきたいと思い
ます。

看護学科  岩
いわした

下 未
み く

空

Model Student 賞に選ん
でいただきありがとうござ
います。私は助産学科の仲
間たちに支えられて実習や
国試勉強を頑張ることがで
きたので、この受賞は助産
学科のみんなのおかげで
す。とても感謝しています。
１年間という短い間でした
が、みんなと一緒に過ごす
ことができて幸せでした。
ありがとうございました

助産学科  福
ふくやま

山 紗
さ や

矢

Model Student 賞に選ば
れてとてもうれしく思いま
す。看護師になっても本校
での学びを生かし、頑張り
たいと思います。

看護学科  角
すみかわ

川 海
か い り

璃

このたびは表彰いただき
大変光栄に思うと同時に身
の引き締まる思いです。

なにより、ご指導頂いた
先生方、共に学んだ仲間の
皆さんに心より感謝申し上
げます。これからも初心を
忘れず、本校卒業生として
胸を張れるよう最善を尽く
していきたいと思います。

助産学科  田
た な か

中 麻
ま り

里

表彰していただき光
栄です。コロナ禍の影
響もあり、大変なこと
も あ り ま し た が、20
人みんなで卒業できた
ことをうれしく思いま
す。 こ の 1 年 間 学 ん
だことを臨床で生かせ
るように励んでいきた
いと思います。

助産学科  杉
すぎもと

本 理
り つ こ

津子

このたびは理事長賞
を授与していただき、
誠にありがとうござい
ます。卒業後も実習で
関わらせていただいた
妊産婦の方々への感謝
の気持ちを忘れず、女
性の一生をサポートで
きるよう勉強に励んで
いきたいと思います。

助産学科  道
どうがん

願 愛
あ み

海

看護学科  松
まつおか

岡 穂
ほ の か

香看護学科  高
たかおか

岡 美
み ゆ

羽 看護学科  本
ほ ん だ

田  京
みやこ

看護学科  大
おおたに

谷 和
か ず き

輝 看護学科  野
の つ

津 あおい看護学科  大
おおくら

倉 萌
め い

生 看護学科  中
なかがわ

川 璃
り こ

子看護学科  稲
い な だ

田 由
ゆ ま

真 看護学科  田
た む ら

村 美
み お

桜看護学科  石
い し い

井 美
み さ き

紗希

皆勤賞

同窓会長賞

Model Student 賞

理事長賞

学校長賞

Congratulations
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学校掲示板

看護
学科

助産
学科

Message
先生から新入生へご入学

おめでとうございます
看護学科

助産学科

ご入学おめでとう
ございます。
「夢の扉」が開きましたね。
ひとつひとつ、みんなで協力して
「夢の扉」を開きましょう。

なおみさかい
看護学科 副学科長  

坂井 直美

ご入学おめでとうございます。
知識や技術の習得過程における
苦難を、ともに乗り越えて行ける
仲間を大切にして頑張りましょう。

ま　りたなか

田中 真理

三年後の笑顔のため…
あなたの夢をかなえるため…。
困難な状況が続くなかでも、
みんなと力を合わせて
楽しく学んでいきましょう。

ひろみおかだ

岡田 弘美

かずやさかぐち

阪口 和哉

皆さん初めまして。
４月から精神看護学と
１年担任になります。
一緒に頑張りましょう。

こうじしんのう

新納 浩司

おめでとうございます。
切磋琢磨して
みんなで
「国家試験合格」
に向けて
頑張りましょう。

あいこおかもと

岡本 愛子 ご入学おめでとう
ございます。
初心を忘れずに、
共に学んで
参りましょう。

ちぐさほんごう
助産学科 学科長  

本郷 千草

ご入学おめでとうございます。
皆さんと一緒に学習できることを
うれしく思います。
健康第一で頑張りましょう。

よしこにしたに

西谷 由子

新入生の皆さん、
ご入学おめでとう
ございます。
自分の夢に向けて
頑張りましょう！

まさよひぐち

樋口 昌代

ご入学おめでとう
ございます。
自分の健康を
大事にし、
たくさん友達を
作って充実した
一年を過ごして
ください。

えつこたかはし

高橋 悦子

この二年間コロナ禍で
さまざまな思いを抱きながら
入学された皆さんと共に、
私も新しい気持ちでスタートを
きりたいと思っています。
充実した日々を過ごせるようにお互い
切磋琢磨しながら頑張りましょう。
よろしくお願いします。

あずみおぐら

小倉 杏実

ご入学おめでとう
ございます。
わからないことも
あると思いますが、
気軽に声をかけてください。
頑張りましょう。

成人・老年看護学実習を 
通して学んだこと

　私が成人看護学実習で学んだことは、患者さん
に寄り添うことの大切さです。患者さんと関わる
なかで、コミュニケーションや援助を行い、信頼
関係を築くことで自分の看護の幅を広げることが
できると学びました。老年看護学実習では、オン
ラインという臨床とは違う環境のなかでグループ
ダイナミクスを生かし実習に挑むことができまし
た。私は、実習前までは人前で発言することが苦
手でしたがグループワークを行うなかで自分の意
見を積極的に発言し、看護のなかで大切な意見の
共有という部分で成長することができました。
　今までの実習を通して臨床とオンラインでそれ
ぞれ異なる視点から学び、自分の看護観をより多
角的に築くことができました。

分娩介助と新生児介助を 
経験して感じたこと

　この１年間は、授業やテスト、実習で忙しい毎
日でしたが、同じ志を持つクラスメイトと協力し
励まし合いながら過ごした、とても充実した日々
でした。
　コロナ禍ではありましたが、実習では６例の分
娩介助と５例の新生児介助を経験することができ
ました。受け持たせていただくにあたり、母子の
命を守る責任の重さを痛感し、つらいこともあ
りました。しかし、それ以上に母子ともに健康な
状態で分娩を終えたときの喜びや、産婦さんから
の「あなたが担当で心強かった」という言葉で、
やりがいや助産師を目指した時の気持ちを思い出
し、乗り越えていくことができました。
　この１年間の学びを、今後の助産師活動に生か
していきたいと思います。

早
は や か わ

川 志
し の

乃

川
か わ む ら

村 梨
り さ

紗

2-B

11 期生

Date. 2022.4
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